
教育の成果と評価 （助産学科） 

１）学修成果 

(1)平成28年度 単位修得状況 

①学生動向（平成29年 3月 31日現在） 

２５回生 
入学者数 退学者数 休学者数 卒業延期 卒業者数 

２５名 ０名 １名 １名 
(単位未修得) ２３名 

(2)カリキュラム運用状況  

学則に則り、下記の通り予定通り実施した 

＊授業（講義・実習）３２単位（９４５時間）計画通り実施 

＊行事・特別講義・特別教育活動・プロジェクト学習：年間計画に則り実施 

＊Ｈ24年度ｶﾘｷｭﾗﾑ改正後5年が経過し、周産期医療の変化に応じた助産師を育成するための見直

が必要、特にﾊｲﾘｽｸの強化が必要だが、過密過ぎないように要調整。 

(3)国家試験プロジェクトの概要 

＊模擬試験：業者模試5回/年、国試過去問題･模擬試験2種 合計20数回/年 

＊特別補講：町谷講師（12月）、千代講師(1月)遺伝学、細見医師（1月）周産期医学 

＊教員プリセプター制：12月～成績下位＆変動者6名に対し教員4名で担当 

(4)助産師国家試験の概要と結果 

合格基準 
＊問題数＝午前５５問（内状況15問）・午後５５問（内状況20問）・合計１１０問 
＊点 数＝午前７０点・午後７５点・合計１４５点 
＊合格基準点＝絶対評価基準 ８７点以上（60％以上） 

 

回数 第９６回 第９７回 第９８回 第９９回 第１００回 
全国受験者数 2113 人 2079 人 2037 人 2008 人 2053 人 
全国合格者数 2072 人 2015 人 2034 人 2003 人 1909 人 
全国 合格率 ９８.１％ ９６.９％ ９９.９％ ９９.８％ ９３.０％ 

回生 ２１回生 ２２回生 ２３回生 ２４回生 ２５回生 
本校受験者数 ２０ ２４ ２４ ２５ ２３ 
本校 合格率 １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 

２）学生支援 

(1) 就職支援 ６/30法人就職説明会実施 

法人本部看護部、２病院看護部、周産期責任者、先輩助産師、人事課より、就職にあたり法人・

施設概要説明とメッセージ、先輩助産師との交流にて情報交換 

(2) 学外研修会・ボランティア活動の案内 

＊助産師会、看護協会、全国助産師教育協議会などの学生も対象の研修案内を実施 

＊女性を取り巻く課題に対するNPO活動の紹介…ピンクリボン・オレンジリボン等 

（現時点ではカリキュラム進行上参加がが困難な状況だが、卒業後の課題に繋げられるように指導していく） 

(3) ベルランド看護学科学生との交流（内部進学希望者への支援） 

＊9/24 オープンキャンパス参加（7名）  ＊9/10 両親学級見学（15名） 

 



 

３）教育活動 

(1)授業評価について 

①平成28年度授業評価(講義)結果 

講義科目16科目、担当講師のべ46名（外部講師・専任教員）に、授業評価を実施し、科目分類

別に4段階評価の平均をグラフ化した。その結果、全科目の平均において3.0以上の結果が得られ

昨年度より0.2-0.3ポイントUPであった。平均値が比較的低いのは“この科目の為に学習をした”

の項目で、それ以外の項目は全て3.4点の評価であった。学生が自律して学習に臨めるように指導

すると共に授業計画を工夫する必要があると考える。また、4 つの科目分類「基礎看護学」「助産

診断･技術学」「地域母子保健」「助産管理」においても同じ結果であり、「助産診断･技術学」の“講

義テーマの明確さ”“理解を深める教材の使用”がやや高い評価であった。これは科目担当が専任

教員で固定し、実技演習を含み実習に直結することも関連していると考えられる。今後もより学生

が学びやすい環境を作る努力が必要である。 

②平成28年度授業評価(実習)結果 

｢授業課程評価スケール-看護学実習用-｣（舟島なをみ）を使用し、助産診断技術学実習の4科目

別（妊娠期・分娩期・産褥期新生児期・継続事例）に5段階評価の平均をグラフ化した。全体平均

は 3.5～4.0 でブロック別の偏りはなかった。各実習全てにおいて大きな差はなく、昨年度より

0.3-0.5 ポイント UP した。比較的評価の低い項目は「オリエンテーション」と「教員看護師間の

指導調整」であった。次年度への課題として取り組んでいきた。実習指導については、臨地実習指

導者会議での意見交換や、担当教員と随時相談したうえで実習を進めているが、学生の実習場での

困難感をフォローし達成感に繋げるために、臨床と連携をとり、効果的な実習環境と指導体制を早

急に整備する必要性があると考える。また、実習目標や課題の設定についての評価から、目標設定

や評価項目を相互理解するために、精度を高めて修正を行っていく必要がある。 

(2)卒業時到達度自己評価より 

厚生労働省からの「助産師に求められる実践能力と卒業時の到達目標と到達度」の自己評価をⅠ～

Ⅳの到達レベル別整理した。レベルⅠでは、周産期におけるウェルネスの助産ケアの項目は高得点

であったが、異常時に関する予測と家族計画指導の実践について低得点で、レベルⅡにおいても異

常時の対応については低得点であった。指導のもとﾊｲﾘｽｸ事例の援助に意識的に同席しﾘﾌﾚｸｼｮﾝによ

る学習効果の強化を図る必要がある。レベルⅢは学内演習として実施する項目で NCPR・会陰縫合

演習など評価は高いがさらにﾌｧｼﾘﾃｲﾄを強化し達成感に繋げ、評価の低かったｾｸｼｭｱﾘﾃｨや出生前診

断の意思決定に係る演習の工夫が必要である。また「助産師としてのｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨの形成」の到達度

が比較的高得点であった事は一定の評価ができると考える。 

(3)卒業時教育活動評価から 

卒業生のアンケート結果から、「専門職としての認識を深め科学的根拠に基づく判断力と助産の基

礎的実践力を育成している」「専門領域における知識や技術を理解し主体的に真理を追究する態度

を育成している」｢国家試験合格に向けた学習相談や支援をしている｣等の評価が高く、「学校の科

目やその他の時間の設定は無理なく設定している」「学校は学生がリラックスできる環境を整備し

ている」「学生が進路を選択するために必要な情報を提供している」等の項目が低かった。学生は

過密なカリキュラムに対する思いはあるが、専門職になる為の学習として必要だと自覚していると

考えられた。このことから、教員は学生に専門職として成長して貰いたいと願って関わり、国家試

験の関門をクリアできるように支援している様子が伺えた。次年度は新出題基準になるため注意し

ていきたい。また、豊かな人間性を育み学習効果を促進する為の環境をソフトとハードの両側面か

ら整備する課題も明らかになった。  



図 (1)-①平成28年度 授業評価(講義)結果 
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図 (1)-②平成28年度 授業評価(実習)結果 
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図 (2) 24 回生 卒業時到達度自己評価（到達レベル別） 
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子癇発作時の処置

緊急時の骨盤位分べん介助

二次性徴の早・遅発ケースの対応…

卒業時到達レベルⅣの項目
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産婦の分べん想起と出産体験への…

１か月健康診査の結果に基づく母…

母乳育児に関する適切な授乳技術…

地域社会の資源や機関を活用でき…

母子両者に関わる倫理的な課題へ…

家族間の人間関係のアセスメント…

母体の意味の理解とその保護

子どもあるいは胎児の権利の擁護

新しい家族システムの成立とその…

次回妊娠計画への対応と支援

両親の心理的危機への支援

異常発生時の観察と判断をもとに…

地域の特性と母子保健事業のアセ…

保健・医療・福祉関係者との連携

帝王切開前後のケア

産後うつ症状の早期発見と支援

急速遂娩術の介助

最新の科学的根拠に基づいた情報…

流早産・胎内死亡など心理的危機…

卒業時の到達レベルⅡの項目
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分べん進行に伴う産婦と家族のケア

分べん開始の診断

分べん進行状態の診断

産婦と胎児の健康状態の診断

妊娠経過の診断

妊娠時期の診断（現在の妊娠週数）

助産師としてのアイデンティティの形成

出生直後の母子接触・早期授乳の支援

妊婦の意思決定や嗜好を考慮した日常生活上の…

妊婦や家族への出産準備・親準備への支援

じょく婦への育児に必要な基本的知識の提供と…

産じょく復古が阻害されるか否かの予測と予防…

現在の妊娠経過から分べん・産じょくの予測と…

じょく婦のセルフケアを高める支援

新生児と母親、父親ならびに家族のアタッチメ…

生後１か月間の母子の健康診査

妊婦の心理・社会的側面の診断

生後１か月までの母子の健康状態予測

骨盤出口部開大体位(マックロバーツ体位）

出生児を迎えた生活環境や生活背景のアセスメ…

両親のアタッチメント形成に向けた支援

家族メンバー全体の健康状態と発達課題のアセ…

産じょく経過に伴う身体的回復の診断

生後１か月までの新生児の診断とケア

じょく婦の心理・社会的側面の診断

生後24時間までの新生児の診断とケア

経膣分べんの介助

安定した妊娠生活の維持に関する診断

母乳育児に関する母親に必要な知識の提供

時期に応じた妊娠の診断方法の選択

分べん進行に伴う異常発生の予測と予防的行動

母乳育児を行えない／行わない母親への支援

家族計画（受胎調節法を含む）に関する選択・…

卒業時到達レベルⅠの項目

■Ⅰ少しの援助で実施できる ■Ⅱ指導のもとで実施できる ■Ⅲ学内演習で実施できる ■Ⅳ知識としてわかる ■NA 

Ⅰの点数でソート Ⅰ+Ⅱの点数でソート 

Ⅰ+Ⅱ+Ⅲの点数でソート 

平均点でソート 

n=24 



図 (2) 25 回生 卒業時教育活動評価 
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9.学校は単位修得方法を明示・説明している

14.視聴覚機器・教材の質と量は整っている

15.学校の図書は学習や研究に必要な蔵書が揃っている

21.患者権利を尊重する体制で、教育・実習指導を行っている

17.シラバスに明示された授業の評価方法は公平かつ適切である

18.試験結果の通知はプライバシーの配慮がある

41.本校に入学してよかったですか

4.専門領域における知識や技術を理解し、主体的に真理を追究する態度を育成している

13.教室は授業を受けやすい学習環境である

19.教員と実習指導者は学生の学びを深められるよう連携・協働している

3.専門職としての認識を深め、科学的根拠に基づく判断力と助産の基礎的実践力を育成し

ている

8.学校はカリキュラムにおいて科目の履修順序や科目間の関連性を配慮している

20.学校と実習施設は感染・事故防止対策と対応を指導をしている

31.学校は学生がリラックスできる環境を整備（場所・設備）している

16.学生が自主的に考え学習できるように、授業形態を工夫している

29.奨学金制度に関する情報提供をしている

30.学生が生活しやすいよう支援している（設備整備・生活相談・管理）

37.教員はやる気や自立できるよう指導している

12.学生便覧は学生生活を円滑にするための情報になっている

40.教職員は窓口や電話対応が丁寧である

5.保健医療チームの一員としての責任を果たし、連携・協力できる力を育成している

7.学校は科目目標を明確に設定している

22.学生の権利、人権を尊重する体制で、実習指導を行っている

23.実習の目標や実習での学び方は自分たちの能力に合わせて設定している

33.国家試験合格に向けた学習相談や支援をしている

2.生命の尊厳を尊重し、対象の全人的把握と対象のニードに対応できる力を育成している

39.教職員は、相談しやすく頼りになる

10.学校の科目やその他の時間の設定は無理なく設定している

11.学校は、教育内容・進度を明示し理解できるよう説明している

32.本学における入試制度をわかりやすく情報提供している

34.学生が進路を選択するために必要な情報を提供している

35.学生の進路決定に関する相談に応じている

36.教員及び講師は専門的知識があり工夫した授業を実施している

6.広い視野で社会を捉え、常に自己研鑽できる態度や能力を養う教育をしている

24.健康診断と内容と目的を理解できるよう説明し支援している。

26.事故や賠償に対応するために総合賠償制度を紹介し加入を支援している

38.教職員は学生の人権や思いを尊重して指導している

1.豊かな人間性を培い、円満な対人関係を築く能力を養う教育をしている

27.学生が相談しやすい環境の整備（場所・時間）を整えている

28.学外研修やボランティア活動に参加しやすいように支援している

非常に達成した かなり達成 普通 あまり達成できず まったく達成できず ＮＡ


